















































































































































































於語言。奇服曠世、骨像應圖。披羅衣 璀粲兮、珥瑤碧之華琚。戴金翠之首飾、綴明珠以耀軀 踐遠遊 文履 曳霧綃之輕裾。微幽蘭之芳藹兮 步踟蹰於山隅余之に告げて曰く、其の形や、翩たること驚鴻の若く、婉たること遊龍の若し。秋菊より榮え曜
かがや
き、春松よりも華やぎ茂





























































表現であ 。引用元は、美人がいると呼びかけて主人公の魂を呼び戻そうとす 場面であり 様々な側面から美人が形容されている。このほか点線部と二重線部はそれぞれ、司馬相如の「美人
賦」 、および劉騊駼の「玄根賦」 （逸文、李善注に「戴金翠、珥珠璣」の二句が引かれる） 援用である。このように曹植は各種の典拠を縦横無尽に活用す ことで神女の姿態を活写しているのである。なお最後に挿入された句「幽蘭の芳藹たるに微
かく
れ」に見え














































































同様、曹植独自の転換が加えられている。 「離騷」では、主人公が玉の枝を継いだ佩びも の紐 解き、仲人を立てて宓妃に求婚するのだが（折瓊枝以繼佩。……解佩纕以結言兮
4444444
、吾令蹇脩以為
理。 （瓊枝を折りて以て佩に繼ぐ。…… を解きて以て言を結び、吾蹇脩をして以て理を為さしむ） ） 、その思 が受け入れられなかったため、彼女 礼儀知らずと誹る これに対し曹植は、仲人がおらずとも己の言葉に思い 託し、 「玉佩を解」いて真心の証とし、それを受け入れた神女（宓妃）を礼儀ただしき聡明な女性と称えている。つまり曹植は 佩びもの 解き求婚するとう典故を用いながらも、仲人の不在という逆境 めげず思い 遂げる主人公の伝統に縛 ない自由な様を描きだしている である。　
この段における援用最後の「猶豫して狐疑す」も、 「離騷」に
見える句であり、曹植はこの句を用いることで事態 暗転を表現している。この表現は「離騷」に二箇所見える。一つは宓妃を見限り別の女神に求愛しようとするが、 か べき仲人が得られず躊躇する場面であ 。すなわち 心猶豫而狐疑兮、欲自適而不可。 （心は猶豫して狐疑し、自ら適かんと欲するも不可 り） 」と




























光兮熲熲、鬼火兮熒熒（神光は熲熲たり、鬼火は熒熒たり） 」に見える語で、王逸の原注に「 、山川之精能爲光者也（神光は、山川の精の能く光を爲す者なり） 」とあるように、精霊の放つ光を指す。曹植はこの語 用いることで、人ならざる神女の放する光を形容している。　「離合」は「離騷」の「紛緫緫其離合兮（紛緫緫として其れ離











































あまたの神霊が集ってきて互いに仲間 呼び合い、清流に戯れたり水辺に飛び回ったり、真珠を採ったり、翡翠の羽を拾ったりする。神女は湘水の二人の妃 従えて 漢水 ほとりの神女と手を携え、匏瓜の星には連れあ がないと嘆き牽牛星はひとりぼっちと詠う。軽やかなうちかけをひらひらと風に舞わせ、長い袖をかざし じ と立ち尽くす 身は飛翔する野鴨よ も速く、軽や な素早さは神のよ 。波 越えて静かに進めば薄絹の靴から塵が立つ。動き 決まりがなく、危なげだったり落ち着いていたりする 進むか止まるか足取りは予測できず、行くようでもあ 帰るよ でもある。瞳を転じて流し目を送り、玉の顔はつやがあり ずみずしい。何 言いたげなのに口には出さず、その息はひっそりと咲く蘭のよう。花のような美しいその姿は 私に食事のことも忘れさせ





を従えて夫人を迎えに来たように、 「洛神賦」においてもあまたの神霊が人間界に降り立った神女を迎えにきたもので、主人公との別れを暗示するものと考えられる。それを踏まえると後に続く「匏瓜の匹無きを歎じ、牽牛の獨り處るを詠ず。輕袿の猗靡たるを揚げ、脩袖を翳して以て延佇す」もま 、別れを知った 女心の内を描いているものであ こと わかる。　
ここで記される「延佇」 （じっと立ち尽くす）の語は、 『楚辞』
の「離騷」 なかに二箇所見え、曹植は 語を用いることで、神女 困惑と悲しみ 強調するとともに、次の場面で描かれる離別の布石としている。 「離騷」でこの語 用いられるのは、①主人公が讒言により君に退けられ、進むべき道を間違えたことを悔いてしばらく立ち止まり、他の美人（理想 君） 見つけ 行こうとする場面（悔相道之不察兮、延佇乎吾將反） 、および②天上周遊のなかで天帝を訪ねようとしたが、門番に拒絶され困惑し立ち止まり、別の所へ向かおうとする場面（時曖曖其將罷兮 結幽蘭而延佇）である。両者いずれも自分の目的に向かっ 進もう
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としながら、問題が生じ途方に暮れて立ち止まり、他の道を選ぶという文脈で使われる。この文脈は「洛神賦」でも生かされている。　「洛神賦」のなかでは、男に自分の想いを伝えようと歌っていた神女が、神の世界より神霊の迎えが来たのを受けて、のち別れることになる男を思って嘆き、袖をかざして立ち尽くす場面で














於是屏翳收風、川后靜波。馮夷鳴鼓、女媧清歌。騰文魚以警乘、鳴玉鸞以偕逝。六龍儼其齊首、載雲車之容裔。鯨鯢踊而夾轂、水禽翔而為衛。於是越北沚 過南岡。紆素領、迴清陽 動朱脣以徐言、陳交接之大綱。恨人神之道殊兮、怨盛年之莫當 抗羅袂以
掩涕






















かくて風の神は風 収め、川の神は波を静める。馮夷は鼓を打ち鳴らし、女媧 澄んだ美しい歌声をあげ 。文
とびうお
魚は飛び









うと、心はとこ えに君 想っております。 」たちまち彼女の居場所が分からなくなり、悲しくも神女は消え失せ光は見えなくなってしまった。
　
まずは、神女が迎えに来た神霊とともに出立する時の様子を描











































の葛藤に焦点をしぼっている。元の「遠遊」では、男が煩わしい世を離れ仙人となり天上周遊を楽しんでいたところ、旧郷 目に入り昔なじみを「想像」 （思い出）して悲しむという場面でこの語が用いられる。それに対し「洛神賦」では、主人公が思いを振り切るように神女と出会った水辺を離れ高台に登るが、依然として神女を「想像」し憂い悲しむ いう場面でこの語が用いられる。このように典故では旧郷の昔なじみを見て悲しむという即物的な表現になっているの 対し、 「洛神賦 では既に立ち去った神女を忘れられずに苦しむ男の内面が描写されるのである。　
ふたつめは「遠遊」に由来する「夜耿耿而不寐兮、魂煢煢而至


































神としての神聖さが強調され、その女神 自分を信じきれず逡巡する男に真心を伝えようと歌う様子が描かれる。そうした神女を尻目に、今度は「九歌」を彷彿と せる表現で、あまたの神霊が神女を迎えに集まる様子が描かれる。神女は別れを予感し、次の「離騷」の語により、自分の意志とは異なる別れに対する悲しみが描写され、次の離別の段の布石と ってい 。　（
注）最後の離別の段は、まず『楚辞』の「九懐」 歌 「離




舞台・空間の設定に使われたり、神女の形容を鮮やかに描く際に用いられるだけでなく、主人公と神女の心 機微 描出するのに大きな役割を果たしており 作品の展開を示唆する働きもあったことがうかがえる。また、典故を用いながら新たな表現を生みして、作品の構成や展開を緊密 ものにしていることがわかる。　
曹植が宋玉「神女賦」に倣って詠った本作品は、賦の構造や内
容の大枠、神女の形容において「神女賦」を踏襲 、漢代の賦によく用いられた列挙鋪陳 描写手段も取り入れているが 新たに『楚辞』の典故を多用し登場人物の揺れ動く心やそれにともなう行為を丹念に描き出すことで、 「神女賦」以上に起伏に富む悲恋の物語を詠いあげたのである。　
ふりかえるに曹植は、兄曹丕との後継者争いに負けた後、側近

































以題材及主題為範囲』第四章「建安辞 主題之伝承與拓新」第四節「神女閑邪 」一「神女系列─浪漫瑰麗之神女伝説」 （文津出版社、二〇〇〇年） 、鈴木崇義「曹植「洛神賦 小考」 （ 「中国古典研究」五三、二〇 八年） 。
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注	 『文選』巻十九「洛神賦」 、 「黃初三年、余朝京師、還濟洛川。古人有
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（四部叢刊本） 、朱緒曾『曹集考異』 （金陵叢書、丙集九所収） 、趙幼文校注『曹植集校注』 （人民文学出版社、一九八四年） 、小尾郊一訳注（ 『文選（文章編）二』 、全釈漢文大系
　
第二七巻、集英社、一九七四
年） 、注
注所掲の興膳氏訳注を参考にした。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七二頁。
注
注注	 「洛神賦」と「神女賦」との比較を行った研究に、注
注所掲廖国棟氏
書・鈴木氏論文がある。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七四頁。
注
注注	
注
注所掲、興膳氏解説、七七頁。
注
注注	
この部分が『楚辞』の「離騷」を想起させることについては、興膳氏もすでに指摘している（注
注所掲、興膳氏解説、八〇─八一頁） 。
注
注注	 『芸文類聚』巻一八、人部二、美婦人（上海古籍出版社、一九九九年、三三二─三三三頁） 。
（さるわたり
　
るり
　
京都大学非常勤講師）
